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第四期 小平市地域自立支援協議会 平成２９年度 取組み重点項目（案）

◇障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する法律（以下「障害者総合支援法」という）第88条で、協議会を「障害者等への支援の体制の整備を図るため、関係機関、関係団体及び障害者等及びその家族並びに障害者等の福祉、医療、教育又は雇用に関連する職務に従事する者その他の関係者（関係機関等）により構成される協議会を置くように努める」（条文）と規定しています。
また、役割を「協議会は、関係機関等が相互の連絡を図ることにより地域における障害者等への支援体制に関する課題について情報を共有し、関係機関等の連携の緊密化を図るとともに、地域の実情に応じた体制の整備について協議を行う」（条文）と規定しています。
小平市の協議会では前述の役割を達成する協議を効率的かつ計画的に行うため、取組み重点項目を決めて協議しました。
ついては、今期についても協議会委員の専門分野を生かし、取組むべき課題を明確化して協議会活動を進めるよう、取組み重点項目を定めるよう以下のとおり提案します。
◇取組みを確実にするために、部会等を会議体の担当を決めて取組むスケジュールを管理します。

（※優先度は順不同）
	協議の視点
	取組み重点項目
	取り組み方法
	主担当者
	主催・備考

	１　相談支援体制の確立
（１）市町村相談支援
（２）計画相談支援
（３）地域相談支援

※（２）・（３）は基本相談支援を含む。
	1 相談支援事業に係る中立・公平性の確保
	・相談支援ワーキングを通じて検証する。
	地域部会
	ＷＧ、（市）庶務
・サービス支援担当

	
	2 困難事例の支援の在り方に対する協議及び調整
	・相談支援ワーキングを通じて検証する。
	地域部会
	ＷＧ、（市）庶務・サービス支援担当

	
	3 自立支援給付費に係るサービス等利用計画のモニタリングに関すること
	・相談支援ワーキングを通じて検証する。
	地域部会
	ＷＧ、（市）庶務・サービス支援担当

	
	4 地域の障害者等を支える人材の養成に関すること
	・幹事会と地域部会を通じて課題を共有し、実情の把握と社会資源の在り方や体制整備について協議する。
※第１回資料「幹事会等のテーマについて」参考
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	幹事会、地域部会

	２　ネットワークの推進
	5 地域の関係機関によるネットワークの構築に向けた協議
	○直接援助における関係機関のネットワーク
○あらゆる人を包摂する共生社会の構築に向けたネットワーク
○当事者自身による支え合い社会づくりや組織化
※高齢福祉分野・教育分野・警察等、他分野との連携や協働を含む。
	全体会
幹事会
当事者・情報部会
地域部会
	各会議体

	３　情報保証（保障）と発信
＊「ほしょう」は2つの意味合いを持つ
	⑥　障がい特性に応じた情報提供とコミュニケーション支援の在り方を検討する。
	情報やコミュニケーションに関するイノベーションを考える。
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	幹事会
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	⑦　協議会活動の発信を実施

	「お～えん」発行とブログによる自立支援協議会を周知する。
	当事者・情報部会
	当事者・情報部会

	４　障害福祉計画の進捗管理・評価
	⑧　障害者基本法及び障害者総合支援法に規定する計画の進捗状況の評価、進行管理に関すること
	テーマを絞り、主に全体会と幹事会を中心に協議する。
主テーマ案
1)「地域生活支援拠点」
2)「発達支援相談拠点」
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